
自由記載まとめ

10　市消防団に対する、ご意見、ご要望を自由に記載してください。

同じマンションに住んでいても全く面識のない方々がたくさんいらっしゃいます。子供会もなく、地域
の活動も年々減少、「ご近所付き合い」が煩わしいものになっているとも思います。
ただ、有事の際はやはり地域の協力、団結力が必要なので、とりまとめ的存在である消防団は必
要なのではないか、と思います。
(詳しい事も知らずに色々書いてしまいました、すいません。)

自治会や自主防災会等との連携を期待

お酒を飲んで宴会してる印象

消防団で行っている活動が、本当に消防団でないと出来ないのかどうががよくわからないので、必
要かどうか聞かれてもわからないです。
防災の啓発などは消防士さんもされているし、有事の際は火事は消防士さん、地震など災害の際
は自治会でも色々準備していたり助け合いもあると思います。
消防団の必要性がきちんと説明されて理解が深まれば、団員さんも増えるのかもしれないなと思
います。
私自身は子育て真っ最中なので、突発的なことには対応できませんので入団は無理だと思いま
す。
団員が少なくなっているのは、仕事が忙しかったり、私のように子育て中だったりで臨機応変に動
ける人が少ないということもあるかもしれませんね。

地震・台風などの災害時対応を各自治会単位での対応の講習会の開催。市民一人ひとりの対応
と自治会としての対応（連絡網と高齢者安全の確認等）

団員さんが年々減少している話は聞いています。女性の方がいらっしゃる消防団もある話を以前
聞いたことがありますが、お若い方々に入っていただけるといいですね。市消防団の皆様頑張って
下さい。

以前、菖蒲池で火災があったときに、長久手市のいろんなところから消防団の方々が来てくださ
り、大小様々な消防団が存在することを知りました。
長久手市は人口が増え、これから火災なども増えていくと思います。
小学生や中学生など若い人たちから、消防団の存在や活動を知ってもらい、興味を持ってもらえる
ように広報していくといいのではないでしょうか。

若者世代が減って大変かと思いますが、頑張って下さい。

以前に消防団に在籍しており、定年(当時34歳)で退団経験あり。
しかしながら、仕事の関係上なかなか活動ができなかった。

微妙なところですが、まだ、必要性はあるのではないか。
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通用時に緊急灯をつけて走行するのは、緊急時の緊急性を周りの人・車が鈍感になってしまいま
すので止めてください
法的には緊急出動時は緊急灯サイレンを起動するよう義務つけがあると思いますがそれは、通常
時はあんに
緊急灯をつけてはならないと解釈できるのでは？
また、本当の緊急時にはサイレンを鳴らすからよいのでは？とおもうのかもしれませんが、今は耳
の不自由な人も運転していますので理由にはなりませんよ。

消防団の皆様がそれぞれお仕事をお持ちなか活動されていることはとても大変だと思いますが、
これからも長久手のためにお願いいたします。

市消防団のことを知りませんでした。
市消防団員数が、年々減少しているとのこと。
朝から終電まで仕事、土日も出勤ありという、働き方をしている人がいることも事実です。
自分たちの町を守ることも大切です。
難しい問題だと思います。

日頃の防火・防災活動 ほんとうにご苦労様です
以前は　消火器等の確認で　訪問を受け　顔が見える感じでしたが
それが無くなり残念です　本業を持ちながら活動なさる皆様に敬服です。

災害ボランティアの側面も、合わせ持っている様な気がしてきました。

今は２歳の子供がおりまた妊娠中である為消防団の活動には参加出来そうにありませんが、女性
でも活動出来ますか？

消防団は必要なものなので、男性の方々に頑張ってほしいです。

主人が消防団に入団していたこともあり、
火災に出動したり、夜警をしたり、日ごろの訓練もあったりと、
仕事をしながらのご苦労をひしひしと感じています。

私自身は入団をしたいと思いませんが…、
団員の皆様、怪我されないように活動してほしいと思います。

ほとんどボランティアで活動されているとのこと、いつもありがとうございます。
ただ、有事でないとその活動が一般の人には分かりません。
有事になる前に、一般市民へのＰＲ活動が浸透するにはどうすればいいのか?と考えています。

消防団の年齢構成が分かりませんが，魅力ある・特色のある消防団を目指してほしい。
また，若者の意見が通るなど，風通しのいい消防団が良いですね。

私は長久手出身者なので、母から話を聞いて活動内容などはわかってるつもりですが、地域差が
あるものなのかなどわからないこともあります。広報などで明確に伝えてもらいたいです。
あと、残していくには今のままでは無理があるように思います。女性が参加してもいいのではない
でしょうか？

市民に対する活動のアピール
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消防団の役目は大変なので、軽い気持ちで応募できなく、また大変な活動なので
他のことと違って参加しにくいと思います
何か簡単なことで参加ができるような、役目、分担できることが、見えるといいのでは

消防団と消防署どう違うの？

私はもう60歳を越えているので、消防団に入るのはちょっと無理ですが、我が家の息子は消防団
に入団しています。その消防団員が出動しなくても良いような、安心して暮らせる長久手市になる
事を願っています。

情報が少ないので、学校区で（自分の子たちの学校などで）広報活動したら手っ取り早いのでは？
若い父兄の参加があるのが一番良さそう

長久手市に転入して5年が経過しようとしていますが、これまで1度も募集の話やチラシを見聞きす
る機会はありませんでした。

消防士との違いがよくわからない。

年齢制限があるときいたことがありますが、実際は何歳～何歳まで入団できるのか知りません。

普段の様子がわからないので、必要なのかどうかもよくわからない。
どういう人が募集されているかも知らない。ボランティアでしょうか？

花火の時にいる人というイメージ。
今年は花火もないらしいのでさらにどんな感じなのかもよくわからない。

訓練などの活動で、どの程度平日夜や週末を拘束されるのでしょうか？
時間の制約が減れば、この範囲なら参加出来る・・・という人たちが増えるのではないでしょうか。

長久手市に消防署もありますが、消防署と消防団の役割の違いあるのでしょうか？そのあたりが
あまり知られていないのではないでしょうか。

もう少し消防団の日頃の活動を市民にＰＲする機会をもって欲しい。

おおむね良く活動されていると思います。

仕事内容を理解していないので、必要なのか 分かりません。消防士？との 違いがよく分かりませ
ん。

仕事の休みが非常に少ないので、もし入団してもたまにしか活動できないと思う。そういった団員
でも参加させてもらえるのか知りたいです。

消防団は必要と思いますが、自信が入団することは体力的にも無理があります。若い方々は仕
事、家庭優先のライフスタイルでしょうから、まず入団希望をされない事と思います。消防団の存続
が難しいと言うのが現状かとも感じています。

ボランティアでしょうか？
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市消防団に属している人は、いつでも活動できる状況を作っていなければならないので大変だ！

女性も募集しているのか全くわからない

他の市町の消防団の様子を見ますと、高層マンションには対応できないなど、色々な問題が出て
いるようです。長久手は比較的低層住宅が多いと思いますが、住宅地が増加しているので、且つ、
転入者が多いので活動は難しいのかな、と思います。

長久手市に消防団があることを全く知りませんでした。募集するなら、たくさんポスターなどを貼る
といいと思います。

仕事などの都合で参加できない人が増えている、（入団者減少）又、引越してきて勝手のわからな
い場所で入団するのは勇気がいると感じます。もっと入団者への配慮があっても良いと思います、
（例えば入団者の家族は自治会や学校、保育園の役員や当番を免除するなど）

募集している事を もっとPRしてみたら
知らない人もいると思います

地域の行事で消防団の方がいろんな活動を通じて安全に暮らせるように子供から大人まで指導し
てくれるのはうれしいです。

友人が所属しており誘われているが、操法のときは早朝３時、４時から訓練をしていると聞くので、
入る気がしない。


